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論文内容の要旨
本論文では，双結晶に圧延加工を加え，加工硬化や再結晶粒の生成に及ぼす結晶方位，圧延の繰返し回数及び加工温
度の影響について調べ，更に引張り変形では，変形応力と結晶方位との関係，並びに構成単結晶の変形応力とを比べ，混
合員IJから結晶粒界の粒内変形への寄与などについて研究している。
本論文は次の 8章で構成されている。
第 1 章は，緒論で，本研究を遂行するに至った経緯と目的について述べている。
第 2章では，高純度A1 双結晶を用い，粒内変形に及ぼす粒界の影響を冷間圧延の累積過程で調べている。再結晶粒
の生成は圧延の繰返し回数及び結晶方位に依存し，しかも粒内中央部と粒界から 500μm ほど離れた領域に形成され
やすいことを明らかにしている。
第 3章では， A1 単結晶の再結晶に及ぼす結晶方位及び圧延回数の影響を調べている。圧延方向及び圧延面の方位が
[111J に近い結晶は，再結晶粒の生成とその成長が速い。また，繰返し回数が少ない方が再結晶化が速く進行すること
を明らかにしている。
第 4章では，双結品の加工硬化に及ぼす結晶方位および加工温度の影響を調べている。圧延方向および圧延面の方位
が [l11J に近い結品は，著しく加工硬化する。また，圧延温度を上昇させると粒界での硬さの差がすくなくなるが，冷
問圧延では著しい差を生じている。
第 5章では，単結晶と双結晶の引張り変形を複合則から検討している。単結晶では Schmid 因子が小さい [lllJ に
近い結晶はひずみ硬化が大きい。双結晶の変形応力は構成単結晶の平均変形応力より大きく，粒界が粒内変形に大きな
効果を与えていることを明らかにしている。
第 6章では，結晶粒界が引張り方向に平行な 3結晶に引張り変形を与え，構成単結晶の変形応力と比べ，混合則との
関係を調べている。その結果，変形応力は混合同jから推定した値より大きく，粒界の変形に対する効果はきわめて大き
い。また，粒界には粒内に比して高密度の転位が存在しているのを硬さより確認している。
第 7章では， 3結晶に引張り変形を与え，変形応力に及ぼす体積率の影響を調べている。 3結晶の変形応力は，構成単
円。姐
結晶の体積率に影響され，混合則で求めた値より大きく，粒界が変形に顕著に影響し，転位の運動に対し著しく障害と
なることを明らかにしている。
第 8章では，結論として本論文のまとめをしているロ
論文審査の結果の要旨
変形に対する結晶粒界の影響は金属材料の強度を理解する上で極めて重要な問題である本論文では，総結晶と 3結品
よりなるアルミニウムに圧延および引張変形を与え，粒界の変形に対する寄与を明らかにしたもので得られた主な成果
は次の通りである。
(1) 双結晶に圧延加工を与えると，圧延方向と圧延面の方位が [l11J に近い結晶は加工硬化が著しい。また，圧延後，
再結晶させると結晶粒中央部と粒界から 500μm の領域に再結晶が形成され易いことを明らかにしている。
(2) 双結晶とその構造単結晶の引張変形挙動を比較し粒界の粒内変形への寄与を明らかにしている。
(3) 結晶粒界が引張り方向に平行な 3結晶に引張り変形を与え，構成単結晶の変形応力と比べている。その結果， 3結
晶の変形応力は混合員IJから計算した変形応力より大きく，粒界の変形に対する効果は極めて大きいことを明らかにし
ている。また粒界近くには粒内に比して，高密度の転位の存在を明らかにしている。
以上のように，本論文は粒界の変形に対する寄与を双結品と 3結晶を用いて明らかにしており，金属材料士学に寄与
するところ大である。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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